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1. 2024年3月期第2四半期の連結業績（2023年4月1日～2023年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年3月期第2四半期 2,206 △13.3 3 △93.4 △0 ― △7 ―

2023年3月期第2四半期 2,545 13.5 58 47.3 58 54.7 36 16.3

（注）包括利益 2024年3月期第2四半期　　△4百万円 （―％） 2023年3月期第2四半期　　41百万円 （29.1％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後

1株当たり四半期純利益
円 銭 円 銭

2024年3月期第2四半期 △4.64 ―

2023年3月期第2四半期 22.99 22.83

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2024年3月期第2四半期 1,948 1,182 60.1

2023年3月期 2,158 1,210 55.6

（参考）自己資本 2024年3月期第2四半期 1,171百万円 2023年3月期 1,201百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年3月期 ― 0.00 ― 16.00 16.00

2024年3月期 ― 0.00

2024年3月期（予想） ― 16.00 16.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2024年 3月期の連結業績予想（2023年 4月 1日～2024年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり

当期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,700 △9.0 175 45.0 173 41.5 110 37.8 68.77

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年3月期2Q 1,599,415 株 2023年3月期 1,625,200 株

② 期末自己株式数 2024年3月期2Q ― 株 2023年3月期 25,785 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年3月期2Q 1,599,415 株 2023年3月期2Q 1,593,935 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業務見通し等の将来に関する記載は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その

達成を当社として約束する趣旨のものではありません。

また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項について

は、添付資料Ｐ．４「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

（経営成績の状況）

　当第２四半期連結累計期間（2023年４月１日～2023年９月30日）における我が国の経済環境は、新型コロナウイル

ス感染症の影響が和らぎ、行動制限が徐々に緩和され景気が緩やかに持ち直していくことが期待される状況にありま

した。しかしながら、世界的な金融引締め等を背景とした世界経済の減速懸念、急激な円安や物価高騰等による国内

景気への影響を注視する必要があり、依然として先行き不透明な状況が続いております。このような経済情勢におい

ても、当社グループの経営理念である「共存共栄の精神で世の中に新たな価値と笑顔を創出します」を実践し、中

小・地方企業様の経営者に対して真摯に向き合う事業推進パートナーとして、常に顧客の想いに応える存在であり続

けます。

　当社グループの主要事業領域である国内インターネット広告市場は成長を続け、2022年にはテレビ・新聞・雑誌・

ラジオのマスコミ四媒体合計を上回る３兆912億円（前年比14.3％増）規模に拡大しており（出所：「2022年 日本の

広告費」株式会社電通）、社会のデジタル化が進むなかで今後も継続して拡大することが見込まれます。

　このような市場環境を背景として当連結会計年度において、当社では引き続き継続的・安定的な事業規模拡大を目

指し、主力のデジタルマーケティング事業及びブランド事業に注力いたしました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は2,206,917千円（前年同期比13.3％減）、営業利益は3,870千円

（前年同期比93.4％減）、経常損失は410千円（前年同期は経常利益58,004千円）、親会社株主に帰属する四半期純

損失は7,426千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益36,640千円）となりました。

　セグメントごとの経営成績を示すと、次のとおりであります。

①　ブランド事業

　当該事業におきましては、ブランドの「らしさ」を確立したいと考える中小・地方企業様に対して、「ブランドフ

ァースト」の考え方を反映した独自フレームワークを軸としたオウンドメディアの構築・運用及び経営サポート、コ

ンテンツマーケティング等を提供し、集客、採用・組織体制・企業文化における課題を解決しております。また、医

療・建築・不動産・製造を中心に、3,000社超の既存顧客ネットワークから蓄積された「業界別ノウハウ」をもと

に、成長可能性を高めるためのプロジェクト推進ができることを強みとしております。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、前年度に引き続き、業界別ノウハウの強化、当社とのシナジーを生む

企業との業務提携や提携先企業との共催セミナー開催等に注力して参りましたが、事業成長に向けた人材投資等の成

果がまだ表れておらず、売上高は700,584千円（前年同期比2.8％減）、セグメント利益は106,831千円（前年同期比

28.8％減）となりました。

②　デジタルマーケティング事業

　当該事業におきましては、デジタルシフトを推進しているものの、マーケティング責任者やデジタル責任者が不在

でノウハウがなく、マーケティング活動の成果が出ないといった課題を抱える中堅・中小企業様に対して、各種イン

ターネット広告、デジタルコンテンツ制作、WEBコンサルティング等を提供しております。また、当社が擁している

フロント人材が中心となり、現状分析、戦略立案・実行、効果測定までワンストップで提供できることを強みとして

おります。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、地方自治体及び公共団体のデジタルマーケティング支援に注力し、顧

客層の拡大を行って参りましたが、前年度に発生した大口顧客との取引縮小の影響により、売上高は1,417,968千円

（前年同期比18.6％減）、セグメント利益は104,325千円（前年同期比22.0％減）となりました。

③　オフショア関連事業

　当該事業におきましては、沖縄、ベトナムにてオフショア及びニアショア体制を強化することによって、ブランド

事業及びデジタルマーケティング事業に対して、高品質なサービスをより安価で提供する体制を築いております。ま

た、当該体制で培ったノウハウを、現地で同等の品質でサービス提供することにより、アジアに事業所を持つ日系企

業や現地企業におけるオウンドメディアの構築や、デジタル領域における総合マーケティング支援を展開しておりま

す。

　当第２四半期連結累計期間におきましては、売上高は88,364千円（前年同期比6.8％増）と概ね前年度と同水準で

推移した一方で、販売費及び一般管理費の削減により、セグメント利益は9,081千円（前年同期はセグメント利益69

千円）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

①資産・負債及び純資産の状況

　当社グループの当第２四半期連結会計期間末における財政状態は、総資産1,948,089千円となり、前連結会計年度

末と比較して210,755千円減少しております。負債合計は765,434千円となり、前連結会計年度末と比較して182,648

千円減少しております。純資産は1,182,655千円となり、前連結会計年度末と比較して28,107千円減少しておりま

す。

（流動資産）

　当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末に比べ199,830千円減少し、1,745,192千円と

なりました。これは受取手形及び売掛金が66,012千円、現金及び預金が130,512千円減少したこと等によるものであ

ります。

（固定資産）

　当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末に比べ10,924千円減少し、202,897千円とな

りました。これは有形固定資産が9,210千円、無形固定資産が3,517千円減少した一方で、投資その他の資産が1,803

千円増加したことによるものであります。

（流動負債）

　当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末に比べ107,983千円減少し、700,416千円とな

りました。これは買掛金が66,987千円、未払法人税等が22,164千円減少したこと等によるものであります。

（固定負債）

　当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末に比べ74,665千円減少し、65,018千円となり

ました。これは長期借入金が51,665千円減少したこと等によるものであります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末に比べ28,107千円減少し、1,182,655千円とな

りました。これは前連結会計年度に係る配当金25,590千円の支払、親会社株主に帰属する四半期純損失を7,426千円

計上したこと等によるものであります。

②キャッシュ・フローの概況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前連結会計年度末に比

べ130,512千円減少し、1,188,036千円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果使用した資金は49,424千円（前年同期は19,581千円の獲得）とな

りました。

　この主な内訳は、売上債権の減少額66,778千円があった一方で、仕入債務の減少額66,987千円、未払又は未収消費

税等の減少額24,567千円があったこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果使用した資金は583千円（前年同期は19,950千円の使用）とな

りました。

この主な内訳は、有形固定資産の取得による支出1,053千円があったこと等によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果使用した資金は82,280千円（前年同期は99,279千円の使用）と

なりました。

この主な内訳は、長期借入金の返済による支出56,690千円、配当金の支払額25,590千円があったことによるもので

あります。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置づけが5類へと移行になったことにより、国内の経済活動に回復の

動きが見られ、収束後の「アフターコロナ時代」へ向け、デジタルシフトに取り組む企業はさらに増加することが見

込まれます。このような事業環境のもとで、当社が主要顧客層としている中堅・中小企業様においても、時代の変化

に対応したビジネスモデルの変革が生じ、デジタルとブランディングを掛け合わせたサービスのニーズはさらに高ま

るものと考えております。

　一方で、2023年３月期第４四半期より、デジタルマーケティング事業において大口顧客との取引が縮小し、2024年

３月期においても取引額の減少が見込まれます。このような状況において、今後、大口顧客との取引を推進する方針

はなく、当社が創業時から主要顧客層としている中堅・中小企業様へのサービス提供を強化し、各事業の収益性を高

めることに注力して参ります。

　依然として先行き不透明な状況が予想されますが、2024年３月期の連結業績予想につきましては、やや計画に遅れ

が見られるものの、2023年５月12日に開示しました連結業績予想に変更はありません。
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（単位：千円）

前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2023年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,318,549 1,188,036

受取手形及び売掛金 507,050 441,037

仕掛品 28,642 31,832

前払費用 83,062 73,038

その他 9,179 12,351

貸倒引当金 △1,461 △1,105

流動資産合計 1,945,023 1,745,192

固定資産

有形固定資産

その他（純額） 53,665 44,455

有形固定資産合計 53,665 44,455

無形固定資産

その他 11,928 8,410

無形固定資産合計 11,928 8,410

投資その他の資産

その他 156,926 158,732

貸倒引当金 △8,699 △8,700

投資その他の資産合計 148,227 150,031

固定資産合計 213,822 202,897

資産合計 2,158,845 1,948,089

負債の部

流動負債

買掛金 317,303 250,315

１年内返済予定の長期借入金 106,688 101,663

未払法人税等 33,776 11,612

賞与引当金 42,898 46,745

その他 307,733 290,079

流動負債合計 808,399 700,416

固定負債

長期借入金 116,683 65,018

その他 23,000 -

固定負債合計 139,683 65,018

負債合計 948,082 765,434

純資産の部

株主資本

資本金 52,119 52,119

資本剰余金 264,319 237,564

利益剰余金 903,264 870,247

自己株式 △26,754 -

株主資本合計 1,192,948 1,159,931

その他の包括利益累計額

為替換算調整勘定 8,258 11,283

その他の包括利益累計額合計 8,258 11,283

新株予約権 5,324 6,846

非支配株主持分 4,231 4,594

純資産合計 1,210,762 1,182,655

負債純資産合計 2,158,845 1,948,089

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 2,545,644 2,206,917

売上原価 1,953,214 1,678,674

売上総利益 592,429 528,243

販売費及び一般管理費 534,004 524,372

営業利益 58,425 3,870

営業外収益

受取利息 12 14

助成金収入 1,840 -

受取補償金 1,086 -

為替差益 1,051 -

その他 240 41

営業外収益合計 4,230 55

営業外費用

支払利息 1,198 646

持分法による投資損失 50 55

出資金評価損 3,396 955

為替差損 - 1,604

和解金 - 910

その他 5 165

営業外費用合計 4,651 4,337

経常利益又は経常損失（△） 58,004 △410

特別利益

有形固定資産売却益 - 419

新株予約権戻入益 74 -

特別利益合計 74 419

税金等調整前四半期純利益 58,078 8

法人税、住民税及び事業税 18,252 10,412

法人税等調整額 2,784 △3,340

法人税等合計 21,037 7,071

四半期純利益又は四半期純損失（△） 37,041 △7,063

非支配株主に帰属する四半期純利益 400 362

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
36,640 △7,426

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 37,041 △7,063

その他の包括利益

為替換算調整勘定 4,409 3,025

その他の包括利益合計 4,409 3,025

四半期包括利益 41,450 △4,038

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 41,049 △4,400

非支配株主に係る四半期包括利益 400 362

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 58,078 8

減価償却費 13,617 13,958

新株予約権戻入益 △74 -

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,562 △353

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,719 3,708

受取利息及び受取配当金 △12 △14

支払利息 1,198 646

出資金評価損 3,396 955

為替差損益（△は益） △84 184

有形固定資産売却損益（△は益） - △419

持分法による投資損益（△は益） 50 55

売上債権の増減額（△は増加） 33,540 66,778

棚卸資産の増減額（△は増加） 2,209 △2,975

未払又は未収消費税等の増減額 5,926 △24,567

仕入債務の増減額（△は減少） △21,746 △66,987

未払費用の増減額（△は減少） △20,693 3,171

前受金の増減額（△は減少） △19,213 △551

その他 △28,179 △9,779

小計 24,733 △16,182

利息及び配当金の受取額 12 14

利息の支払額 △1,198 △646

法人税等の支払額 △3,965 △32,609

営業活動によるキャッシュ・フロー 19,581 △49,424

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △14,555 △1,053

有形固定資産の売却による収入 0 470

無形固定資産の取得による支出 △5,540 -

その他 145 -

投資活動によるキャッシュ・フロー △19,950 △583

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △15,000 -

長期借入金の返済による支出 △66,660 △56,690

新株予約権の行使による株式の発行による収入 94 -

配当金の支払額 △19,126 △25,590

その他 1,413 -

財務活動によるキャッシュ・フロー △99,279 △82,280

現金及び現金同等物に係る換算差額 2,837 1,776

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △96,810 △130,512

現金及び現金同等物の期首残高 1,537,838 1,318,549

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,441,027 1,188,036

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、2023年５月17日開催の取締役会決議に基づき、2023年５月31日付で、自己株式25,785株の消却を実施

いたしました。この結果、当第２四半期連結累計期間において資本剰余金及び自己株式がそれぞれ26,754千円減

少しております。

（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

ブランド事業
デジタル
マーケ

ティング事業

オフショア
関連事業

計

売上高

(1）外部顧客への売上高 721,017 1,741,922 82,704 2,545,644 - 2,545,644

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
25,983 - 85,109 111,093 △111,093 -

計 747,001 1,741,922 167,814 2,656,737 △111,093 2,545,644

セグメント利益 149,952 133,821 69 283,844 △225,418 58,425

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△225,418千円には、セグメント間取引消去117千円及び報告セグメントに配分して

いない全社費用△225,535千円が含まれております。

全社費用の主なものは報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（単位：千円）

報告セグメント

調整額
（注１）

四半期連結
損益計算書

計上額
（注２）

ブランド事業
デジタル
マーケ

ティング事業

オフショア
関連事業

計

売上高

(1）外部顧客への売上高 700,584 1,417,968 88,364 2,206,917 - 2,206,917

(2）セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,951 - 94,316 104,268 △104,268 -

計 710,536 1,417,968 182,680 2,311,185 △104,268 2,206,917

セグメント利益 106,831 104,325 9,081 220,238 △216,367 3,870

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△216,367千円には、セグメント間取引消去△1,405千円及び報告セグメントに配分

していない全社費用△214,961千円が含まれております。

全社費用の主なものは報告セグメントに帰属しない管理部門等に係る費用であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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